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川辺川アカデミアの取組概要

○令和６年度から「川辺川アカデミア」の取組を開始し、五木村、相良村、人吉市の小中学生を中心

に川辺川をフィールドとした体験学習、特別授業を実施。
○令和７年度からは、更に学校教育とも連携しながらの取組も実施。

○川の役割や特徴（上下流の違い）、川の利活用の仕方、河川環境等につ
いて学んでいただくことを目的に、川辺川で水難体験、川遊び体験及び水生
生物調査を熊本県と合同で実施。（人吉市内や川辺川周辺にお住まいの１５
家族４９名が参加）。

川辺川上下流交流会（川辺川で学ぼう！２０２５）（令和７年８月）

○水質１９年連続日本一である川辺川について体験をもとに学習す
ることや子ども達の防災意識の向上を目的に水生生物調査や水質
調査、水難体験、砂防堰堤や流水型ダム模型を用いた防災学習を実
施。

川辺川流域の小中学校と連携した特別授業（令和７年度）
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相良中学校相良北小学校 相良南小学校

五木東小学校五木中学校・人吉高校五木分校

人吉球磨地域高校理科教諭研修

川辺川流域外とも連携した取組（令和７年度）

○川辺川アカデミ
アの取組が流域
内外に広まり、川
辺川が研修やイ
ベントの場として
活用されるよう取
組を実施。

多良木町子ども部会事業

森に関する体験学習（令和７年12月）

○森の役割について理解を深め、川
辺川・球磨川流域の子どもたちの環
境保全の意識向上を図ることを目的
に現地で種子採取や植物・植生に関
する学習を実施。今後、採取した種
を植え育て、そこでできた種や苗木
を工事に活用していく予定。

相良北小学校

相良南小学校



川辺川アカデミア令和７年度の取組実績

○令和７年度は学校教育とも連携し、延べ人数501人が川辺川アカデミアの活動を通し、学びを深め
たとともに流域内外に川辺川アカデミアの取組を広めることができた。
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川辺川アカデミア令和７年度の取組一覧

実施日 内容 開催場所 イベント対象

R7.5.13 相良北小学校 出前授業（全校生徒：水生生物調査）
相良村：廻地区

（川辺川右岸小河川）
小学生

R7.6.3 相良中学校 出前授業（1・2・3年生：事前学習） 相良中学校 中学生

R7.6.24 相良中学校 出前授業（3年生：いかだづくり） 相良中学校 中学生

R7.7.1 相良南小学校 出前授業（3年生授業：水生生物調査、水質調査等）
相良村：廻地区

（白木谷川）
小学生

R7.7.4 相良中学校 出前授業（1年生授業：水生生物調査、水質調査等）
相良村：廻地区

（白木谷川）
中学生

R7.7.4 相良中学校 出前授業（2年生授業：水生生物調査、水質調査等）
相良村：廻地区

（白木谷川）
中学生

R7.7.11 相良中学校 出前授業（3年生授業：廻地区フィールド学習 川の安全利用等）
相良村：廻地区

（川辺川本流）
中学生

R7.7.13 相良南小学校（3年生）PTA（水生生物調査・水質調査・川の安全利用等）
相良村：廻地区

（川辺川右岸小河川）
小学生

R7.7.31
人吉・球磨三日月地域づくり協議会
チャレンジツアー（R7.7/29～8/1）

相良村：廻地区
（川辺川右岸小河川）

小学生・中学生

R7.8.19
川辺川の研修会
（人吉高校、南稜高校、球磨中央高校、球磨工業高校の理科教員）

相良村：廻地区
（白木谷川）

相良村ふれあいセンター
大人（先生）

R7.8.24 川辺川上下流交流会（川辺川で学ぼう2025） 五木村：五木源パーク 小学生・中学生

R7.9.25 相良北小学校 川辺川アカデミア特別授業 川辺川を学ぼう〜秋〜
相良村：廻地区

（川辺川右岸小河川）
小学生

R7.9.28 多良木町教育委員会
相良村：廻地区

（川辺川右岸小河川）
小学生

R7.10.24 相良村廻地区 行政勉強会 相良村：廻地区 行政

R7.11.10 相良南小学校 出前授業 相良南小学校 小学生

R7.12.9 相良北小学校 川辺川アカデミア特別授業 森に関する授業 相良北小学校 小学生

R8.1.19 相良北小学校、五木東小学校 川辺川アカデミア特別授業 森に関する授業 相良北小学校 小学生

R8.1.27 相良南小学校 川辺川アカデミア特別授業 森に関する授業 五木村、相良南小学校 小学生



川辺川アカデミアの取組（アンケート結果）

○イベントや授業実施後にはアンケートを行い、参加者がどのような学びを得ることができたかを確
認し、次回のイベント・授業など今後の取組に活かしている。

○引き続き、体験学習、特別授業などの川辺川アカデミアの取組を実施していく。

生徒アンケート（中学1年生）
授業の感想

授業の中で勉強になった・楽しかったと思うものをすべて選んでください。 N=62

授業の中で特に勉強になった・楽しかったことを教えてください。

• どこの川よりも川辺川が一番水質が綺麗で川の音がとても落ち着いて綺麗
だったのが良かったし色んな生き物とかを観察できたから良かったし楽しかった

• 水質がとてもきれいだということ 生き物を捕まえたこと
• いろいろな生き物がいて面白かったし、捕まえるのが楽しかったです
• 楽しかったことは、生き物を捕まえること
• 魚を捕まえたことと、身長をはかったこと

• 生き物のいろんな発見があった
• 生き物を捕まえて調べた事が楽しかったです
• 水質のきれいさでどんな生き物が住んでいる事が分かった

• 生き物を探す時が楽しかった、水質がとてもきれいだし、水質の違いで生き物
も変わるということが勉強になった

• 勉強になったこときれいな水と汚れている水でそこにいる生物が違うことです楽しかったことは生物をつかまえたりしたことです

水生生物調査、水質調査
のメニューが満足度が高い

もっと調べたいことや気になること、２学期の授業に向けての楽しみなことはありますか？

N=52 
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今回見つけた生きものについて、もっと詳しく

調べたい

川の環境を守る・良くするための活動（清掃

活動など）に参加してみたい

川辺川の歴史や、地域の人々との関わりに

ついて学んでみたい

川辺川でどんな利用ができるか調べたり試し

たりしたい（魚釣り、カヌーなど）

調べたことを地域の人に発表したい

その他（） ※自由記述

もっと詳しく調べたい、試したい
という声が多数

感想、授業でこうしてほしかった、今日の外部の先生にもっと聞いてみたいこと、アイディアや質問などあれば自由に書いてください。

• 食べれる魚を取ってみたい
• 川辺川にどんな生き物がいるのか
• 川辺川のどこの場所(川辺、深水、柳瀬、四浦)でも同じ生き物がいるのか
知りたいです

• もっと観察する時間がほしかった

• 生き物を探す時間を増やしてほしい
• 川の流れを変えてみたかった
• 川辺川の、水は何もせずにのめるのか
• 川辺川を守るため、今活動していることは何ですか？
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川辺川アカデミアかわら版の作成

○イベントや授業実施後にかわら版として川辺川ダム砂防事務所Webサイトに活動実績を掲載。
○アンケート結果や実施状況の写真を取りまとめ、川辺川アカデミアの取組の広報資料として活用。
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（例）川辺川で学ぼう！2025（令和7年8月24日実施）

詳細はQRコードから確認できます。



熊本県、相良村、国土交通省で実施した合同現地調査 5

○令和７年10月24日に熊本県主催のもと、相良村の廻地区において、アートポリス事業を進める相良
村、河川整備を行う熊本県やその設計・施工業者、そして重要種等の環境情報を保有する国も一
堂に会し、合同現地調査を実施した。

○廻り地区の自然環境の特性・魅力・課題を理解する、利活用・環境保全の両立に向けた方策を考
える、関係者が現地で一緒に学ぶことで連携強化・人材育成を図ることを目的とした。

河川利用に向けた流量確保方法検討

熊本県の護岸整備の説明

木陰の重要性について

樹木や竹の取扱についての議論 根固めブロックについて 石並べ（水制）の効果について

出典）川辺川魅力創造事業拠点施設整備
全体イメージ図 相良村（R7.10）

アートポリスによる施設イメージ

 廻地区の整備内容（R7.10時点の想定）



森に関する体験学習 6

○令和７年１２月９日には相良北小学校の児童を対象に、五木村の五木源パークにて森に関
する体験学習を実施。令和８年１月１９日には相良北小学校に加え、五木東小学校の児童
を対象に相良北小学校にて、森に関する授業及び種植えの活動を実施した。

○川辺川アカデミアとして冬の川辺川を学ぶ題材として森を取り上げ、木や葉の観察、種子
採取、種植えの活動を実施した。

令和７年１２月９日活動の様子

特徴的な葉の説明（鋸歯）

様々な植物の葉を観察
（色、形、におい等）

種子採取（どんぐり）

３D環境マップで
生物の生息環境確認

令和８年１月１９日活動の様子

植物の葉観察 播種（どんぐり）

森の役割実験の様子 森の役割実験（実験結果）



今後の活動予定 7

○令和８年度も継続して上下流交流会や学校教育と連携した体験学習を実施予定。
○一方で、川辺川の流域環境を保全・創出していくことや川辺川の環境を活かした地域振興
の取組を進めていくためには、子供たちの「学び」にとどまらず、流域全体との「連携」も重
要であり、現在、流域で活躍する民間事業者等との連携した取組も進めている。

地域と連携した森づくり

民間事業者と連携した苗木管理
に向けた合同現地確認（R8.1.20）

学校と連携した苗木づくり
（R8.1.19）

様々な活動主体と連携した取組

地域と連携した地域振興の取組 その他の取組

○水質調査、底生動物調査
○産卵場整備後のモニタリング調査
○育てた苗木の植樹
○流域民間事業者や漁協、地元自治体が連携した川

の清掃活動（予定）

川辺川流域で活躍する
民間事業者による勉強会

（R8.1.28）

川辺川流域で活躍する民間事業者と
川の利活用等に関する合同現地調査

（R8.1.30）

廻地区の取組について、相良村産業
文化祭でさがらムーブ・アートポリス・
川辺川アカデミアが連携してブースを
出展（国・県・村連携）（R7.10.26）

など

ミズベリング人吉で川辺川アカデ
ミアの取組を紹介（R7.10.26）
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